






















40％である．」と述べている．A 病棟では平成 24 年
6 月から平成 25 年 3 月までの全身麻酔手術患者 458
名中，心療内科紹介患者数が 143 名，せん妄発症総
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高知赤十字病院　南館4階病棟
































































































































































































































































































































































































































































































































36 高知赤十字病院医学雑誌　第 1 9 巻　第 1 号　2 0 1 4 年
対応の困難感・無力
感 対応の困難感・無力感
・勤務で人が少ないのでどうしようもない．
・せん妄時深く関わりたいが，話し相手もできない．
・その人に時間をとられ，かかりっきりになり他の業務ができない．
・安静を守ってほしいし，事故を防ぎたいし，患者さんを思って対応しているのにわかってく
れず，あんまり接したくなかった．つらかった．
・せん妄が起こってしまった時は，もう人に見えない時がある．
・同じ事例がないので対応が難しい．
・どんなに丁寧に説明しても理解されず，自分の対応が困り果てる．
・男性患者で暴力を振るわれ，安静が守れず，抑制すると興奮し，対応が大変だった．
・状況を納められない自分にがっかりする．
家族の存在の大き
さを実感 家族の力は大きい
・自分らがいくら説明しても家族の一言に比べると全然重さが違っていたり症状が落ち着
く．
・家族，看護の力というよりは，家族の力もすごくせん妄予防に関係している．
・やっぱり家族の力はすごい大きいものだと実感している．
心療内科医師との
連携による安心感
心療内科的アプローチの実
践
・明かなせん妄が起きる前に心療内科へ紹介ができている．
・前もって不穏時の指示を確認できている．
・心療内科の薬を使って静かに過ごしてもらう．
相談できる安心感
・専門医から知識を得られることで，患者にも対応しやすい．
・今は精神疾患のことを相談できる．
・困った時は夜でも相談し安心している．
薬剤使用や身体拘
束に対する看護師
のジレンマ
せん妄時の薬剤使用の判断
の困惑
・内服は先輩看護師に相談する．
・リスパダールを飲んで効果がない場合，次にリスパダールをどれくらいの間隔で使ってい
いのか判断に困る．
・せん妄時リスパダールを使うタイミングがわからない．
・薬剤の使い方，間隔，タイミングがわからない．
・過鎮静になっても怖いし，指示があるとはいえ眠剤系を使うのが怖い．
抑制開始の判断の困難感
・同じ勤務者に相談するが，抑制を開始する自己判断が難しい．
・詰所で観察しても必要があれば抑制をする．
・どこまで抑制していいのか判断に困る．
・抑制は安全第一とは言えど，ストレスがかかるのでタイミングに迷う．
身体拘束はできるだけした
くない
・なるべく身体抑制はしたくないが，話し相手もできず，薬剤や身体抑制となってしまう．
・身体拘束はできるだけしたくない．
・身体拘束はなるべくしない方がいいと思うけど，正しい時期にしたいと思っている．
・抑制は見るに見かねる．
・抑制は他に方法があるのではと気になる．
身体拘束は最終手段 ・身体拘束は最終手段．
詰所観察の倫理的
配慮への葛藤
詰所観察というケアの衝撃 ・詰所で観察するということは，経験がなくすごく衝撃でびっくりした．
葛藤と現実問題としての受
け止め
・詰所観察は抵抗があった．今の現状，詰所で観察することが安全ということがわかり，
選択の一つとして自然にできるようになった．
・危険が減るように詰所で観察することがあるが，他の患者からの先入観で聞かれること
が倫理的配慮ができていないと思う．
・詰所で観察することが安全と考えている人もおり，自分の思いと違うので判断が難しい．
・詰所で観察するのはプライバシーの面で悪いことかもしれない．
